
 

 

 

 

 

 

 

 

 

園内にある絵本コーナーから秋のおすすめ絵本を紹介します。一人 1冊ずつ 1週間の期間で貸し出し

も行っています。文字が読めないお子さんでもページをめくるだけで楽しい 3冊を選書しました。 

        「お月見」は、一年の中で最も空が澄み

わった季節に美しい満月を眺める日本の伝統行事です。

月の満ち欠けに合わせて、その年で日にちが変わることは

ご存知でしたか？（ちなみに昨年は9/10でした！）収穫へ

の感謝を込めて、お供えするお月見団子の数は、15 個と

決まっているそうです。 

※各事業の詳細については、告知端末機でご案

内をしています。事業によって開始時間が異

なります。確認のうえ、申し込みやご参加く

ださい。準備の都合がありますので、事業に

参加するときは前日までに申し込みをお願い

します。 

※一部広報 9 月号の案内と予定が変更になって

いる部分があります。上記や、告知端末機で

の予定が最新のものです。 

6日(水)  年齢別ひろば つぼみ・妊婦さん 

8日(金)  芸術鑑賞会  

11日(月） 年齢別ひろば めばえ・わかば 

15日(金) 出張ひろば 

27日(水) 親子サロン 

 

 
つぼみ…妊婦さんと 0歳児のお子さんと保護者の方 

（Ｒ4年 4月以降の生まれ） 

めばえ…1歳児のお子さんと保護者の方 

    （Ｒ3年 4月～Ｒ4年 3月までの生まれ） 

わかば…2歳児のお子さんと保護者の方 

    （Ｒ2年 4月～Ｒ３年までの生まれ） 

 
 

令和 5年 8月 30日 
子育て支援センター発行 

チャチャ利用者総数 

開所日数 19日（8/1～8/26） 

おとな 18名 こども 18名 R5年 8月 28日現

在 

 8 月の年齢別ひろばでは、製作を楽しみました。お花

紙をちぎって、のりを塗った台紙に貼り、さらに星のシー

ルを貼る等、遊びを通して、「指先でつまむ、おさえる」な

どの動作がある工作を楽しみました。 

 毎月、企画の中で、色々な画材や道具に触れることで

はじめはおそるおそる触れていたのりや絵の具等にも慣

れていく様子がうかがえます。 また、親子で作った作品

は自宅で飾ったり、遠くに住むおじいちゃんおばあちゃん

へのお手紙に同封するなどして、活用されているとのこ

とです。 

●支援センターやこども園で感染症等の発生があった時

には、掲示にて周知しています。前回の利用から期間が

空いているなど、状況が気になる場合は、利用前に電

話でお問合せください。 

また、風邪症状を含む通院の直後や、風邪薬を服用し

ている期間、普段の様子と比較して体調が優れないと

感じる時の利用はお控えください。 

 

☎子育て支援センター（こども園内）5-1254 

絵の具あそびや、手型・足型のスタンプ、年齢や興味合わせて、 

はじめてのはさみ遊びなど体験できる場でもあります。天候に合わ

せて、希望があれば戸外あそびなどを取り入れたり、時々、大人が

夢中になれる工作の回なども企画しています！ 

「りんご だんだん」 

346日間撮影を続けた、

変わりゆくりんごの写真の

絵本です。 

「もりのてぶくろ」 

1枚の葉をめぐって 

繰り広げられる秋の森

が舞台の 1冊です。 

「おつきさま こんばんは」 

1986年発売の 

ベストセラー絵本。 

裏表紙にもご注目！ 


